
第
二
十
三
春
第
剛
號
　
（
海
雀
第
入
＋
九
號
）
昭
和
十
三
年
｝
月
登
行

岡

清
初
旗
地
に
毒
す
ろ
満
文
老
蟷
の
記
事

（
上
）

鴛

淵

一

（1）

　
清
朝
の
入
旗
制
度
は
種
々
鍵
遷
を
途
げ
て
居
る
が
、
溝
朝
が
之
に
綺
存
す
る
所
管
か
っ
た
の
は
周
知
の
事
で
あ
る
。

從
っ
て
そ
の
八
幡
を
保
磁
し
旗
人
を
し
て
そ
の
地
位
を
保
た
し
め
ん
と
し
た
事
も
廉
般
の
事
項
に
亙
っ
て
認
め
ら
れ
る

所
で
あ
り
、
殊
に
そ
の
生
計
に
驕
し
て
は
並
々
な
ら
澱
考
慮
を
沸
つ
た
。
蓋
し
入
旗
六
萬
、
満
無
下
の
入
毛
計
肝
入
萬

は
清
初
の
標
準
に
過
ぎ
す
後
代
種
々
墾
化
あ
っ
た
が
、
之
に
附
随
す
る
民
を
合
し
て
翻
常
籔
に
上
る
時
、
満
朝
爲
政
蒋
と

し
て
之
が
生
計
を
考
慮
し
兵
力
の
保
持
憩
上
に
努
力
す
べ
き
は
、
そ
れ
が
國
家
勢
力
に
至
大
の
關
係
あ
る
時
爾
更
必
然

　
　
　
　
清
初
旗
地
に
噛
す
る
擶
下
山
麟
の
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
一



　
　
　
　
滴
初
回
地
に
撫
す
ろ
溝
十
二
縮
の
詑
購
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
第
二
十
三
巷
　
纂
一
號
　
　
　
　
二

的
嗣
心
事
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
そ
の
生
計
の
一
項
臼
と
し
て
旗
地
が
設
定
さ
れ
た
事
は
當
然
の
事
で
あ
っ
た
。
而
し
て

綜
じ
て
是
等
に
關
係
す
る
事
は
溝
朝
の
所
謂
入
關
後
に
於
て
は
諸
種
の
機
驕
制
度
備
は
り
文
園
も
豊
富
に
な
る
の
で
、

そ
の
大
擬
を
明
ら
か
に
な
し
得
る
が
、
入
閣
前
は
地
の
偏
在
制
度
機
關
の
不
備
の
爲
記
録
も
不
手
分
で
、
大
要
す
ら
知
ゲ

得
ぬ
所
ぞ
、
後
の
記
事
よ
り
潮
っ
て
推
測
薯
よ
り
外
術
な
い
事
が
多
い
。
証
票
萬
暦
乙
製
遡
鱒
）
或
は
畏
（
響

の
頃
八
学
制
を
定
め
た
時
は
未
だ
鎮
土
も
廣
か
ら
す
、
旗
兵
六
萬
と
し
て
も
全
部
で
さ
ま
で
多
い
数
で
な
か
っ
た
か
ら
、

そ
の
生
計
も
さ
ほ
ど
考
慮
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
も
知
れ
澱
が
、
そ
の
部
下
を
信
頼
し
是
を
し
て
手
足
の
如
く
動
か

さ
ん
と
し
た
太
租
と
し
て
は
、
必
ず
や
そ
の
生
計
生
活
に
格
別
の
考
慮
を
彿
ひ
一
靱
有
事
の
際
存
分
の
活
動
を
な
さ
し

む
べ
き
原
動
力
を
養
っ
た
事
は
想
像
す
る
に
徐
あ
う
、
從
っ
て
今
既
に
扱
は
ん
と
す
る
旗
地
に
冷
し
て
も
同
様
の
推
測

を
な
し
得
る
の
で
あ
る
。
無
論
こ
の
旗
地
に
題
す
る
事
は
入
魂
後
よ
く
知
り
得
る
が
、
之
は
何
も
入
關
後
突
然
始
つ
た

事
で
な
く
、
既
に
太
紺
時
代
に
始
ま
り
天
命
中
葉
に
は
略
整
然
と
定
め
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
地
に
彼
等
窮
民
は
安
住
と

い
は
ん
か
生
活
の
根
檬
を
器
き
、
叉
…
面
國
家
防
備
に
當
り
得
た
の
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
そ
の
溝
初
太
就
時
代
に
於
て

旗
地
は
如
何
に
定
め
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
、
清
朝
の
記
録
は
之
に
醐
し
て
如
何
に
記
し
て
居
る
で
あ
ら
う
か
、
最
も
清

初
に
於
て
有
力
な
史
料
た
る
満
文
老
櫨
に
見
え
る
記
載
如
何
と
い
ふ
事
に
就
い
て
次
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
先
づ
清
初
の
旗
地
に
關
…
す
る
記
事
と
し
て
此
に
墨
げ
得
る
の
は
、
欽
定
八
旗
魚
志
初
集
燧
六
土
田
志
五
、
土
田
規
制
、

〈2＞



奉
天
規
制
の
條
の
文
で

　
　
國
初
按
旗
分
塵
各
有
定
界
。
糠
七
難
内
地
瘡
覆
不
足
支
。
開
場
翔
墾
。
移
重
縫
旗
於
鐡
嶺
。
爾
白
旗
深
安
李
。
爾
紅
旗
於
石
城
。
爾

　
　
藍
旗
所
分
張
義
軸
靖
遠
墜
地
瘡
。
以
大
城
地
與
之
。
瀬
治
五
年
…
…

と
あ
b
、
又
之
と
同
様
の
事
は
大
溝
曾
血
ハ
事
例
懸
い
一
八
旗
都
統
、
田
宅
の
項
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
」
ノ

　
　
最
初
捌
業
束
土
。
麗
從
羅
馬
懸
盤
分
燈
心
有
定
界
Q
心
墨
蹄
附
盤
衆
。
展
蓬
開
墾
。
移
駐
黄
旗
於
鐵
嶺
ゆ
…
…
（
以
下
同
丈
）

と
見
え
て
居
る
。
乃
ち
此
に
よ
れ
ば
國
初
創
業
の
時
に
逼
る
種
の
定
盤
居
地
が
定
め
ら
れ
、
次
で
或
る
時
に
及
ん
で
墾

動
が
あ
っ
て
夫
々
の
地
颪
へ
移
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
然
し
こ
れ
だ
け
で
は
國
初
と
い
っ
て
も
何
蒋
の
事
で
あ
る
か
、

又
そ
の
展
邊
開
墾
の
結
果
の
夜
番
も
何
時
で
あ
る
か
分
ら
な
い
。
然
し
幸
に
こ
憂
事
は
太
宗
實
鎌
天
聰
四
年
六
月
乙
卯
　
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
、

（眺

x
頁
勒
阿
敏
の
罪
状
第
六
條
に

　
　
叉
太
覗
在
時
。
守
．
鑑
駐
防
原
有
定
償
（
界
？
）
。
後
園
邊
内
地
瘡
糎
不
足
罵
。
逡
〔
展
〕
溌
開
墾
。
移
爾
黄
舞
子
鐡
嶺
。
移
爾
白
旗
、
干
安

　
　
李
。
移
爾
〔
紅
〕
旗
子
お
城
。
其
爾
藍
旗
所
難
関
張
義
靖
靖
蓮
墜
地
土
病
難
。
因
輿
大
城
之
地
。
彼
乃
越
士
分
地
界
按
過
黒
皮
木
地
方

　
　
臨
四
墾
。
：
；
：
・
：
傍
四
叉
巾
巣
靖
出
逮
壁
美
地
。
価
梛
・
醐
」
鷺
…
苦
木
塾
主
σ
・
：
・
：
・
：
此
晶
共
山
ハ
也
。
（
撫
煕
興
奮
）

と
あ
る
も
の
に
熱
く
事
が
知
ら
れ
る
結
果
、
右
の
鍵
動
は
遅
く
と
も
天
聰
四
年
六
月
よ
り
以
前
の
事
で
あ
る
だ
け
は
知

り
得
ら
れ
る
。
欝
こ
の
實
録
の
記
事
は
満
文
藤
橋
太
宗
紀
同
年
月
の
條
に
も
見
え
、
恐
ら
く
右
實
録
は
之
に
刷
く
か
或

は
岡
源
の
記
事
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
年
次
を
明
記
し
な
い
事
は
共
に
同
じ
く
、
輩
に
翁
忌
四
年
六
月
よ
り
以
前
と

　
　
　
　
　
溜
初
旗
地
に
翻
す
ろ
満
丈
整
調
の
記
纂
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
三
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
出
初
旗
地
に
撫
す
ろ
浦
文
老
蟷
の
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
一
號
　
　
　
　
蔽

い
ふ
事
を
示
駿
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
乃
ち
太
麗
の
時
に
還
却
有
り
と
い
ひ
な
が
ら
、
そ
れ
が
何
時
の
事
で
あ
る
か
、
入

歯
制
定
と
時
を
同
じ
く
し
た
の
か
否
か
も
分
ら
な
け
れ
ば
、
叉
爾
黄
旗
そ
の
他
の
移
駐
が
太
肉
の
時
で
あ
る
の
か
そ
れ

と
も
太
宗
の
時
に
な
っ
て
の
事
で
あ
る
か
、
右
の
記
事
か
ら
は
知
る
を
得
な
い
。
然
も
之
に
溺
し
て
肝
腎
の
準
縄
實
録

に
は
何
等
記
す
所
な
・
＼
太
宗
磁
心
も
こ
れ
よ
り
以
前
の
條
に
記
し
て
居
な
い
。
然
る
時
折
角
断
片
的
に
せ
よ
こ
れ
だ

け
の
記
事
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
喜
界
移
駐
が
何
時
の
事
で
あ
る
か
分
ら
諏
と
す
れ
ば
、
我
々
と
し
て
清
初
に
於
け
る

旗
地
i
特
に
八
旗
制
定
者
た
る
太
聖
賢
の
一
に
閥
し
て
こ
れ
以
上
知
る
を
得
澱
で
あ
ら
う
か
、
何
等
か
少
し
で
も
よ
り

呉
膿
的
に
知
る
べ
き
手
掛
が
な
い
だ
ら
う
か
と
考
へ
る
時
、
最
後
の
頼
、
み
と
し
て
念
頭
に
浮
ぶ
の
は
同
じ
く
満
文
老
樗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅

太
禮
紀
の
記
載
如
何
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
瞥
し
こ
の
難
平
太
麗
紀
に
何
等
駒
係
の
記
事
が
な
い
と
す
れ
ば
萬
事
窮
す
る

わ
け
で
あ
る
が
、
之
を
継
…
く
と
幸
に
も
旗
地
醐
係
の
記
事
が
前
後
数
國
見
え
て
居
り
、
是
に
よ
っ
て
太
皇
朝
に
於
け
る

母
地
の
状
況
並
に
鍵
動
が
多
少
知
り
得
ら
れ
る
。
郎
ち
極
く
零
細
な
記
事
を
除
い
て
ω
天
命
六
年
閏
二
月
二
十
六
日
、

②
天
命
七
年
四
月
ナ
八
目
、
．
偶
天
命
入
年
三
月
鉾
“
、
．
㈲
天
命
入
年
六
月
ナ
入
臼
の
四
條
項
が
そ
の
主
な
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
四
項
の
中
最
も
詳
密
7
3
．
の
は
②
と
．
㈹
b
の
こ
項
で
、
他
の
二
項
は
之
に
及
ば
た
か
い
や
う
で
あ
る
が
、
そ
の
何
れ

の
記
事
に
し
て
も
決
し
て
其
の
初
設
と
か
一
期
の
鍵
動
が
あ
っ
た
と
か
、
又
そ
の
編
出
如
何
と
い
ふ
撫
き
事
を
述
べ
て

居
る
の
で
な
く
、
下
輩
前
違
の
太
宗
實
録
天
聰
四
年
六
月
乙
卯
の
記
事
や
入
旗
影
平
等
の
記
事
と
も
秘
適
す
る
所
が
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
へ
老
構
官
職
紀
に
こ
れ
だ
け
の
記
事
が
有
り
と
は
い
へ
、
黒
地
の
制
定
が
何
時
で
あ
る
か
…



旗
制
の
設
定
ど
同
時
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
遅
れ
る
の
で
あ
る
か
一
そ
の
墾
勤
の
理
由
時
期
如
何
、
置
引
規
の
漢
文
記
事

と
の
醐
係
は
や
は
り
不
明
で
あ
っ
て
、
前
に
疑
問
と
し
た
所
は
依
然
そ
の
ま
、
疑
問
と
し
て
慶
る
の
で
あ
る
が
、
唯
太

甜
の
時
か
ら
旗
地
の
存
し
た
事
（
創
始
の
時
は
不
明
に
せ
よ
）
が
知
ら
れ
、
又
右
引
用
の
記
事
の
如
き
鍵
動
は
或
は
天
命

入
墨
六
月
よ
り
以
後
天
聰
四
年
六
月
よ
b
以
前
の
事
で
あ
る
ま
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
黙
若
し
旗
制

が
天
命
元
年
の
前
年
頃
鴇
來
王
つ
た
以
上
、
旗
地
も
そ
れ
と
同
時
に
設
け
ら
れ
た
と
考
へ
得
る
な
ら
ば
へ
考
へ
る
事
が
許

さ
れ
る
な
ら
ば
）
老
儒
に
脱
漏
あ
り
と
い
ふ
べ
く
、
叉
若
し
零
度
は
先
に
出
來
て
も
旗
地
は
纏
れ
て
設
定
さ
れ
、
事
實
上

天
命
六
年
頃
か
ら
始
つ
た
の
で
な
か
ら
う
か
と
の
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
食
し
も
脱
漏
あ
う
と
言
は
な
く
て
も
よ

い
。
現
に
満
文
老
嬉
に
は
入
旗
成
立
の
事
す
ら
明
記
し
て
居
ら
す
、
從
っ
て
本
地
設
定
の
事
も
明
白
に
記
す
所
な
い
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

し
て
も
、
あ
な
が
ち
脱
漏
不
備
と
の
み
い
へ
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
何
れ
に
せ
よ
以
上
の
如
き
次
第
で
、
結
局
旗
地
創

設
の
年
次
は
不
明
と
い
ふ
の
頑
な
い
が
，
太
讃
の
時
か
ら
、
涯
く
と
も
天
命
中
葉
頃
に
於
て
宝
地
が
定
め
ら
れ
て
居
た

業
態
は
充
分
知
り
得
る
と
思
ふ
。
そ
こ
で
本
稿
に
は
こ
の
太
履
時
代
の
旗
地
の
状
態
に
就
い
て
、
右
満
文
老
樒
太
租
紀

の
記
事
の
解
繹
に
よ
っ
て
遽
べ
て
み
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
前
記
の
如
く
満
文
老
樒
太
紺
紀
に
於
て
余
の
繕
閲
し
た
所
に
よ
れ
ば
四
．
項
の
旗
地
の
記
載
が
あ
る
。
そ
の
中
天
命
六

年
閏
二
月
二
十
六
臼
と
追
入
年
三
月
四
幾
の
二
項
は
、
他
の
二
項
に
比
し
て
記
事
簡
輩
で
然
も
地
名
の
比
定
も
充
分
出

　
　
　
　
清
勧
旗
地
に
㈱
す
ろ
満
尊
老
縮
の
認
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
谷
側
…
號
　
　
　
五



　
　
　
　
浩
初
緋
臓
購
塊
に
ド
踊
す
沸
ゐ
満
丈
老
門
門
（
り
記
事
（
上
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
…
ナ
鷲
一
鞭
　
　
館
一
一
號
　
　
　
　
　
　
轟
ハ

來
ぬ
所
多
く
、
從
っ
て
そ
の
縫
地
の
範
圃
も
不
明
の
黙
あ
る
が
、
他
の
二
項
の
記
事
は
甚
だ
詳
七
く
よ
く
そ
の
状
況
、
當

時
の
政
治
的
魁
會
的
情
勢
と
の
見
限
を
知
わ
得
て
興
昧
が
あ
る
。
ム
・
年
次
の
順
に
從
っ
て
地
名
を
塞
げ
、
之
に
騰
る
所

の
地
塁
を
、
生
と
し
て
盛
京
・
吉
林
・
黒
蟹
江
等
麩
標
注
戦
蹟
輿
騰
、
清
内
府
輿
地
秘
蜀
及
び
東
夷
考
略
遼
東
全
問
、
纂

遼
碩
叢
遼
東
圃
、
遼
東
志
河
東
城
墜
地
方
総
上
等
に
照
し
て
比
定
し
得
た
結
果
を
記
す
事
に
す
る
。
（
地
名
説
明
末
尾
括

弧
内
の
二
排
三
、
二
排
四
、
等
は
戦
蹟
輿
論
の
耳
穴
を
示
し
、
括
弧
記
入
な
き
は
概
ね
明
側
の
記
鎌
に
よ
る
）

夏
、
天
命
六
年
閏
二
月
二
十
六
日
の
記
事
。

　
－
、
9
昏
嘗
三
膨
（
蓬
爾
漢
蝦
・
慰
爾
漢
）
の
旗
に
所
燭
の
地

　
　
　
審
膏
饗
の
講
方
、
費
簾
曳
戴
鳥
・
註
最
方
か
、
（
疇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
鉱
甑
冨

　
　
　
な
・
ぎ
。
甑

　
2
、
巴
§
・
・
σ
q
只
阿
敦
阿
箒
？
）
の
旗
に
所
騰
の
地

　
　
　
建
琶
・
1
1
徳
砦
織
蹟
轟
、
内
府
輿
地
翻
に
よ
れ
ば
雛
城
の
東
曹
奮
×
腋
）
（
二
排
）

　
　
　
霧
σ
・
・
｝
一
瑚
繕
？
（
旺
清
需
外
に
奮
）
（
障
排
）

　
　
　
静
O
毒
鐸

　
　
　
暫
隆

　
3
、
露
ρ
冨
等
虫
・
只
穆
恰
漣
）
の
旗
に
所
属
の
地



　
　
翼
謬
看
礼
纏
（
欝
丹
の
東
方
、
札
庫
穆
河
の
邊
）
（
巖
×
難
排
）

　
　
　
偏
。
夢
。

　
　
　
o
ン
0

4
、
貰
σ
q
皇
。
奮
槻
島
・
囎
（
濟
爾
恰
朗
阿
脊
）
の
旗
に
所
編
の
地

　
　
　
導
α
㊦
冨
鐸
擁
濫
徳
亨
（
烏
拉
の
南
方
に
滞
徳
亨
河
あ
り
、
叉
吉
林
通
志
倦
｝
山
川
一
に
濃
徳
赫
赫
一
日
君
徳
亨
山
…
…
城
西
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ノ

　
　
　
九
里
高
否
辛
歩
雲
墨
あ
る
渦
繁
山
と
櫟
あ
る
か
鹸
×
蚕

　
　
　
σ
O
O
≦
Φ
財
①
髄
（
後
蓮
）

　
　
　
措
舞
曇
内
府
輿
地
秘
圃
に
は
興
京
の
直
東
に
こ
の
地
名
あ
り
。

5
、
欝
護
σ
q
創
創
鉱
（
湯
古
代
？
）
の
旗
に
所
属
の
地

　
　
　
蓬
・
・
i
磯
東
方
の
札
轟
河
簗
巖
）
（
駄
挑
）

　
　
　
書
1
1
興
缶
北
の
札
臨
（
蕃
藍
・
一
・
）
附
近
（
陛
謬

　
　
　
プ
潮
≦
鋤
簿
鋤

　
　
　
】
。
。
〒
興
京
西
方
の
小
羅
異
喜
。
田
8
号
命
排
）

　
　
　
智
⇔
甑
σ
q
9
，
鐸

　
　
　
藝
冒
璽
醤
方
の
儲
蓬
2
（
鷹
排
）
但
し
呼
蘭
の
名
灘
に
奮
。

6
、
σ
o
昌
ぎ
（
博
爾
替
）
の
旗
に
所
属
の
地

　
　
　
　
消
初
旗
、
塘
に
關
す
る
瀧
交
毫
縮
の
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
　
竜

丸 7）



　
　
　
　
清
初
旗
地
に
溺
す
ろ
南
開
毫
縮
○
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
十
三
巻
　
第
｝
號
　
　
　
　
入

　
　
　
嘗
舞
1
1
鐵
嶺
附
近
の
白
豹
璽
（
幣
醍
三
徳
×
陀
欝
）

　
　
　
ぴ
…
爆
窪
U
必
音
？
人
藩
陽
よ
り
…
山
程
位
の
地
。
満
洲
賢
録
巻
八
に
此
名
見
ゆ
）

　
　
　
｝
6
ぎ
宕
蓑
河
北
岸
の
禁
穆
辱
・
（
前
駅
前
贅
勒
裸
の
巽
に
黒
桀
と
あ
る
も
の
に
當
る
か
）
（
一
　
製
亙
一
2
）

　
　
　
冨
蔭
矯
赫
徹
穆
の
西
北
に
在
ゑ
磁
気
か
、
或
縫
醤
方
の
葺
σ
・
蓄
讐
か
（
二
排
覧
「
巨
）

7
、
島
。
薦
讐
の
鍵
（
東
果
額
騒
、
叢
都
額
尉
螂
ち
弼
郡
里
）
の
旗
に
所
騰
の
地

　
　
　
9
器
冨
1
1
渾
弼
？
（
戦
鑛
輿
圖
は
渾
湛
を
げ
§
鐸
ぎ
に
作
る
）

　
　
　
一
。
薦
鷺

　
　
　
g
ぎ
曇
号
黄
繁
（
興
京
東
北
方
鐘
り
X
陥
携
）

　
　
　
属
旨
離
疑
終
佳
江
附
近
、
終
佳
江
支
流
の
鴨
兇
河
。

　
　
　
・
・
暴
宕
蘇
完
（
饗
東
方
に
奮
茎
一
著

　
　
　
謬
騎
冒
琶
宥
鶴
肇
（
撫
順
の
東
北
、
紮
醤
北
方
に
奮
X
難
俳
）

8
、
磐
鋤
琶
農
①
（
阿
巴
泰
附
鰐
）
の
旗
に
所
属
の
地

　
　
　
藝
竃
鐵
欝
蕩
柴
河
、
蕎
（
瞭
×
陀
緋
）

　
　
　
諺
β
写
σ
身
営
○
諺
藩
腸
よ
り
四
日
程
の
ヨ
¢
ぎ
讐
5
？
・
満
洲
實
野
蛮
八
に
穆
瑚
豊
羅
あ
り
。

　
　
　
・
§
蓼
些
・
α
肇
の
西
悲
響
峯
？
（
二
排
鼠
）

　
以
上
蓮
る
如
く
地
名
に
全
然
比
定
し
得
ぬ
も
の
も
あ
．
り
、
又
比
定
し
得
て
も
他
と
の
均
衡
上
多
少
疑
は
し
き
も
の
あ
っ
て
、

そ
の
確

〈s＞



　
　
か
な
る
事
は
明
需
し
難
い
が
、
大
難
蘇
子
河
を
中
心
と
し
て
鐵
嶺
と
終
佳
江
の
一
部
邊
に
及
ん
で
居
た
の
で
な
い
か
と
考
へ
ら
れ

　
　
る
。
邸
ち
ω
は
不
明
、
㈹
は
織
子
河
西
方
部
、
伺
は
蘇
子
河
南
方
部
、
ω
は
興
京
東
方
地
震
、
㈲
は
興
京
を
中
心
と
す
る
地
匿
、
㈹

　
　
は
鐵
嶺
東
方
よ
り
赫
怒
穆
に
亙
る
地
方
、
⑦
は
興
京
東
北
方
よ
り
終
佳
江
に
亙
る
地
方
、
㈲
は
㈹
と
略
岡
地
方
に
て
少
し
く
北
に
在

　
　
る
如
く
推
定
さ
れ
る
。
爾
愚
人
の
旗
と
あ
り
、
旗
色
を
記
さ
ぬ
の
は
便
宜
的
に
固
山
額
眞
名
を
留
め
た
爲
と
患
は
れ
る
。
從
っ
て
次

　
　
の
旗
地
と
の
密
契
は
具
に
す
る
を
簿
ぬ
σ
然
し
こ
の
時
は
未
だ
勢
力
圏
甚
だ
大
な
り
と
は
言
へ
ぬ
事
明
ら
か
で
あ
る
。

簸
　
天
命
七
年
四
月
十
八
疑
の
記
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
此
の
記
事
は
本
稿
に
蓮
る
所
の
旗
地
謡
係
の
記
事
の
中
で
最
も
詳
細
な
も
の
で
あ
り
、
是
に
よ
り
當
時
の
太
龍
の
勢
力
範
園
が
略
・
、

　
　
推
測
さ
れ
る
。
老
欝
．
の
記
載
は
「
八
旗
の
魅
境
を
牧
む
る
の
轍
．
子
次
の
如
し
」
の
書
き
画
し
に
始
ま
り
、
以
下
各
旗
の
占
む
る
地
名
を

　
　
列
墾
し
て
「
…
…
城
を
力
む
る
も
の
な
り
」
と
書
き
納
め
、
實
に
整
然
た
る
記
載
を
な
し
て
居
る
。
こ
れ
も
八
旗
の
生
計
畑
地
を
特

　
　
に
考
ふ
べ
き
特
殊
の
理
由
あ
っ
て
の
事
で
な
い
か
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。
今
老
境
記
す
所
の
旗
の
順
に
地
名
を
あ
け
、
そ
れ
を
前
記

　
　
の
地
圃
其
の
他
に
照
合
し
て
地
域
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

　
一
、
正
黄
旗
一
八
城
（
實
は
九
城
な
り
）

　
　
　
δ
募
n
内
府
輿
地
秘
岡
に
興
京
の
直
東
に
記
さ
れ
る
地

　
　
　
澄
づ
σ
q
σ
身
ぐ
2
二
影
青
1
一
重
肴
崖
。
撫
瀬
の
東
北
、
越
訴
濡
の
薦
北
方
に
在
り
、
萬
暦
四
十
七
年
三
月
清
軍
が
明
の
軍
を
薩
爾
潜
に

　
　
　
　
　
　
　
暑
し
薩
、
罎
の
左
翼
北
鷺
楚
奮
笹
警
誓
箪
・
て
到
っ
た
壷
で
あ
る
。
（
筆

　
　
　
じ
o
o
慈
象
Φ
1
1
戦
貴
志
閥
そ
の
他
に
見
常
ら
ぬ
。
課
せ
ば
「
家
雁
」
と
な
る
が
支
那
の
地
名
と
も
思
は
れ
す
、
或
は
醤
盤
を
満
洲

　
　
　
　
　
清
納
旗
地
に
翻
す
ち
灘
丈
老
綜
の
記
憲
戸
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
置
巷
第
一
號
　
　
　
九

〈9）



　
清
州
旗
馳
に
翻
す
る
満
文
老
手
の
記
霧
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
轡
　
第
㎜
號
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
で
呼
ん
だ
名
爵
で
な
い
か
と
も
思
は
れ
る
が
、
馨
盤
は
凶
護
ら
霧
σ
2
縁
寡
と
記
さ
れ
て
居
り
粗
當
る
名
と
は
考
へ
ら
れ

　
　
　
　
な
い
。

心
象
鐸
許
容
順
の
東
に
鹿
O
澤
河
に
注
入
す
る
析
の
札
郵
船
況
に
比
定
す
べ
く
、
河
邊
に
童
名
と
し
て
記
さ
れ
る
も
の
は
な
い

　
　
　
　
が
、
恐
ら
く
そ
の
露
の
或
る
罷
霧
す
2
じ
あ
ら
・
。
（
二
臥
蚕
）

プ
。
轟
ざ
聾
「
宙
の
超
伏
が
河
繊
に
迫
っ
て
驚
き
た
慮
し
と
い
ふ
意
味
の
語
で
あ
る
が
城
館
と
し
て
は
不
明
で
あ
る
。
或
は
萢
河
・

　
　
　
　
汎
響
膏
の
似
奇
あ
る
が
こ
の
地
綾
黄
旗
の
領
域
で
工
合
悪
い
。
（
二
排
四
）

二
軍
順
城
に
誉
事
は
云
ふ
亭
・
な
い
。
震
城
叢
宅
奮
黒
し
た
そ
の
響
で
あ
る
◎
（
陛
緋
）

毛
磐
憎
験
二
⇔
剛
昭
α
発
臓
ぞ
⇔
1
1
項
．
『
σ
黛
陣
は
西
、
冨
づ
罎
》
、
⇔
は
章
嘉
の
澤
戴
郷
で
あ
る
。
一
⇔
護
α
2
ぞ
”
｝
、
◎
一
。
雛
は
輿
闘
に
よ
れ
ば
興
京
よ
り
河
を
越
、
凡
　
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
て
東
北
方
に
認
め
ら
れ
る
が
、
之
を
≦
登
臨
窟
彪
σ
q
帯
鋤
と
呼
ん
だ
か
否
か
不
明
で
あ
、
る
。
寧
古
塔
貝
勒
勃
興
の
酵
よ

　
　
　
　
り
櫟
あ
轟
の
ぞ
あ
る
。
（
二
排
2
）

（
葭
毒
警
Φ
藝
睡
夢
濡
の
酒
南
、
黒
鼠
達
城
の
西
北
、
伊
、
爾
登
河
（
凌
窪
σ
営
）
の
右
岸
に
あ
る
所
の
地
名
で
あ
る
。
溝
字
で
「
徳

　
　
　
　
立
業
」
と
あ
り
、
之
が
原
語
で
そ
れ
を
満
卓
す
る
時
徳
立
を
（
琶
一
と
管
課
し
、
石
を
≦
魯
○
と
意
澤
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
ら
う
か
。
（
隙
躰
）

ぎ
華
南
雲
一
1
奉
集
墾
に
躍
る
も
の
か
。
こ
の
地
な
ら
ば
天
命
六
年
に
月
清
軍
に
磐
戸
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
然
し
こ
の
地
は
溜

　
　
　
　
陽
の
東
南
・
澄
陽
の
東
北
に
慮
り
、
そ
の
中
間
に
斑
紅
奇
観
の
東
遊
・
弱
吟
丹
等
の
地
が
介
在
す
る
の
が
疑
は
し
い

　
　
　
　
が
、
何
等
か
の
欝
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
ふ
。
（
二
俳
四
）



　
以
上
に
よ
り
こ
の
領
域
は
略
童
子
戯
画
岸
を
中
心
と
し
、
西
は
撫
順
、
北
は
爾
聞
岸
、
東
は
章
辮
に
及
ん
だ
馬
路
の
地
域
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
て
、
潅
朝
の
獲
鮮
地
を
鎮
む
主
要
な
地
方
で
あ
る
事
が
分
る
。
從
っ
て
石
黄
旗
と
し
て
太
韻
の
指
風
下
に
在
り
、
最
も
電
き
を
な
し

　
た
旗
と
し
て
、
此
由
緒
あ
る
地
方
を
輿
へ
た
事
は
當
然
の
措
置
で
あ
っ
た
と
い
へ
る
で
あ
ら
う
。

2
、
鑛
黄
旗
1
一
十
一
城

　
　
　
婁
鴛
鐡
叢
の
北
方
に
蒙
河
と
あ
る
河
眸
の
城
で
あ
る
。
器
三
重
三
七
大
后
の
宣
胃
第
濠
寛
え
・
銀
論
柴
に

　
　
　
　
　
　
蔭
り
、
天
命
三
年
頃
野
離
側
の
耕
種
の
地
と
な
っ
て
居
た
か
｝
考
を
要
す
る
が
、
天
命
四
年
六
月
鐵
嶺
城
の
攻
取
後

　
　
　
　
　
　
　
此
地
方
も
自
ら
領
有
に
零
し
て
贋
た
事
は
疑
な
い
か
ら
、
天
命
七
年
こ
の
地
を
旗
地
と
し
て
頒
け
た
事
は
何
等
妨
ぴ

　　

@　

@　

@
な
い
所
で
あ
・
や
。
（
騒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劫

　
　
　
冨
冒
鐵
嶺
東
方
の
撫
安
尋
常
る
事
は
疑
な
い
・
此
地
縫
に
天
命
三
年
五
昊
鰍
の
爲
に
嶺
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
此
時
σ

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
地
を
頒
つ
事
は
亦
縛
な
い
所
で
あ
る
。
（
鷹
排
）

　
　
　
智
釜
冨
1
1
實
録
に
法
納
恰
と
あ
る
に
薫
り
、
戦
蹟
輿
閥
に
撫
安
塗
の
東
北
に
示
さ
れ
る
花
豹
沖
墾
に
比
定
し
得
る
。
但
、
太
組

　
　
　
　
　
　
　
武
皇
醤
天
満
饗
湿
婆
に
籔
晶
柴
山
齊
拉
翻
三
法
納
晶
撫
と
記
し
（
天
命
三
年
凶
湾
十
三
田
）
て
あ
る
が
、
ぎ
二

　
　
　
　
　
　
　
瞥
釜
と
別
に
聾
れ
て
居
る
以
上
、
法
納
晶
撫
と
あ
る
の
は
誤
り
と
み
る
で
、
需
記
の
誓
比
定
し
お

　　

@　

@　

@
で
あ
調
議
排
）

　
　
　
一
ξ
一
1
撫
安
の
西
方
、
鐵
嶺
の
藤
南
に
在
る
擁
路
河
邊
の
靖
を
指
す
。
早
薬
天
命
六
年
三
月
二
十
日
澄
陽
解
の
降
服
と
薗
後
し
て

　
　
　
　
　
　
　
來
降
し
義
で
あ
る
。
（
二
緋
四
）

　
　
　
　
溝
州
旗
、
塊
に
關
す
る
回
文
老
蟷
の
認
纂
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
第
「
號
　
　
＝



　
　
　
　
清
初
旗
馳
に
醐
す
る
満
…
丈
王
難
の
即
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
魯
　
第
一
號
　
　
　
一
二

　
　
　
甕
婁
ξ
筆
墨
の
串
量
え
・
遙
薬
罐
　
で
撫
蓬
の
東
方
に
當
っ
て
還
り
、
蕗
讐
共
に
鐵
嶺
城
の
外
壁
を
な
す

　
　
　
　
　
　
如
－
布
讐
れ
た
城
讐
外
な
ら
ぬ
。
（
一
盛
）

　
　
　
窪
営
1
一
鐵
嶺
で
あ
．
る
事
云
ふ
迄
も
な
く
、
天
命
四
年
七
刃
二
十
五
日
太
醗
の
占
檬
す
る
所
と
な
っ
た
。
書
風
に
は
ξ
①
＝
曲
】
農
と

　
　
　
　
　
　
　
記
す
。
（
騒

　
　
　
。
。
葛
磯
喰
｝
、
2
）
瓢
三
曹
閥
に
宋
家
治
と
示
さ
れ
る
地
に
當
り
、
鐵
嶺
の
西
北
に
在
る
。
天
命
六
年
三
月
遼
腸
占
擁
と
前
後
し
て
濾
の

　
　
　
　
　
　
領
有
す
る
瞬
と
な
っ
た
。
（
壕
）

　
　
　
・
言
ξ
・
一
豪
墜
の
西
に
聡
慧
字
讐
當
り
、
天
命
六
年
三
月
溝
繰
つ
毫
で
あ
・
σ
（
陀
挑
）

　
　
　
冨
一
必
菅
薩
附
近
霊
か
。
（
齢
）

　
　
　
σ
・
囲
尋
§
i
戴
叢
方
、
鶴
欝
誓
奮
譲
楚
罵
る
。
（
廻
鉾
）

　
他
に
原
文
欠
け
て
　
地
不
明
の
厭
舞
葺
の
次
に
あ
．
る
が
、
大
筆
の
研
こ
の
領
域
は
鐵
嶺
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、
北
は
鐡
嶺
及
び
そ

　
の
北
側
の
察
滑
よ
り
南
は
蒲
河
に
達
し
、
西
は
遼
河
に
隈
ら
れ
東
は
遠
く
灘
消
分
水
嶺
に
亙
る
地
域
で
あ
・
る
と
い
へ
る
。
蓋
し
遼
陽

　
を
首
都
と
し
て
北
方
の
守
り
の
爲
に
、
こ
の
旗
頭
を
定
め
旗
を
諭
せ
し
め
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

3
、
正
紅
旗
　
　
＋
城

　
　
・
・
垂
喜
鳶
緒
方
の
護
憲
河
或
は
縫
畜
に
縢
の
も
の
か
。
（
譲
ノ
て
、
三
更
述
〉
三
）

　
　
翼
簿
髭
憾
輿
濁
に
渾
滑
の
上
支
流
の
一
で
あ
る
伊
爾
登
洞
（
四
輪
（
ぎ
睡
ご
…
毒
）
の
上
源
に
蔦
臼
勇
じ
塁
が
あ
り
、
之
に
札
庫
穆
と
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ
の
附
近
の
地
を
指
す
も
の
と
思
は
れ
る
。
實
録
に
恥
銘
木
・
架
孔
木
・
札
庫
木
と
記
さ

1　1－2



　
　
　
　
　
　
れ
る
の
は
こ
の
撃
で
あ
り
、
糖
の
東
南
、
薩
辮
の
南
方
に
掌
る
罷
で
あ
ら
・
。
（
二
野
q
リ
ド
）

　
　
巳
O
≦
曽
σ
q
σ
毎
ぞ
鋤
｝
七
三
清
河
城
を
指
す
事
は
疑
な
い
。
太
子
河
上
源
に
在
り
、
天
命
三
年
七
月
二
十
日
溝
軍
は
此
城
を
占
檬
し
た
。

　
　
　
　
　
（
こ
挑
四
）

　
　
置
午
α
空
運
1
1
清
河
城
の
東
の
一
癖
埼
の
課
昔
で
あ
る
事
は
急
な
い
。
天
命
三
年
七
月
二
＋
二
日
孤
軍
の
駕
盤
携
さ
れ
弛
所
で

　
　
　
　
　
あ
る
。
（
二
排
巨
）

　
　
讐
§
宕
一
嬉
の
附
近
に
在
燕
廠
に
怠
り
、
前
地
と
冒
占
織
れ
て
居
る
。
激
動
）

　
　
陰
嚢
李
河
中
流
域
の
孤
由
に
當
り
、
天
童
ハ
年
三
早
業
攻
略
の
際
叢
の
爲
に
占
檬
さ
れ
缶
で
あ
る
。
（
二
排
）

　
　
鐙
亭
饗
轟
益
1
1
由
羊
硲
の
鍬
音
で
あ
る
事
云
ふ
迄
も
な
く
、
太
子
河
北
岸
の
連
出
中
に
在
り
、
天
命
三
年
号
順
攻
略
の
後
東

　
　
　
　
　
三
等
虚
の
占
讐
穰
し
て
占
還
れ
奉
　
で
あ
る
。
（
落
丁
）

　
　
≦
騨
ぼ
轟
貯
ぴ
q
－
1
単
寧
管
に
當
る
事
術
な
く
、
南
は
太
子
河
を
隅
て
て
孤
山
に
封
し
、
北
は
由
を
越
え
て
奉
集
墾
に
蓮
っ
て
贋

　
　
　
　
　
　
る
。
天
命
六
年
三
月
灘
攻
略
の
際
叢
縁
っ
た
所
で
あ
る
。
（
二
緋
巨
）

　
　
曾
養
一
8
“
東
州
城
の
流
音
で
あ
る
命
玉
な
く
、
耳
順
の
南
方
要
地
で
あ
る
爲
、
天
命
三
年
四
月
撫
順
を
攻
取
す
る
や
、
太
顧
は

　
　
　
　
　
直
ち
に
此
婆
屠
り
降
し
お
で
あ
っ
た
。
（
院
鎌
）

　
　
彫
照
射
鴛
“
東
州
の
東
南
方
に
在
る
撃
墜
丹
で
あ
る
。
満
洲
男
録
に
は
馬
根
茎
旨
お
9
廷
§
と
記
さ
れ
、
同
地
で
あ
る
事
は
疑

　
　
　
　
　
な
い
。
（
二
排
9
）

以
上
の
如
く
正
紅
旗
の
領
域
は
大
艦
遼
陽
の
東
方
太
子
河
を
中
心
に
し
て
そ
の
南
北
に
亙
る
地
方
で
、
北
は
直
ち
に
撫
順
・
蘇
子
河

　
　
　
漕
鶏
旗
塊
に
醸
す
る
弓
丈
老
縮
の
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
十
三
巻
　
第
一
號
　
　
　
　
一
三

（13）



　
　
　
　
明
初
旗
魏
に
沸
す
る
満
文
老
輩
の
艶
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
一
號
　
　
　
一
四

　
を
中
心
と
す
る
軍
事
旗
の
分
地
に
建
り
、
東
は
淺
．
聴
を
以
て
限
ら
れ
た
地
面
で
、
明
に
締
す
る
戦
略
上
重
要
な
地
方
と
い
ふ
べ
き
で

　
あ
る
◎

繕
、
鑓
紅
旗
　
　
十
二
城

　
　
　
。
。
冨
ぢ
窪
1
1
落
陽
の
封
音
で
あ
る
事
は
満
漢
爾
交
の
鋤
照
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
天
命
六
年
三
月
量
地
を
占
領
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
七
年
四
月
に
ば
未
だ
此
に
移
ら
す
、
其
地
に
移
っ
た
の
は
天
命
十
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、
七
年
に
此
地
を
旗
地
と
し

　
　
　
　
て
着
す
る
事
は
何
等
妨
け
な
い
。
管
長
警
琶
・
三
き
旦
盛
京
城
）
と
記
し
て
あ
る
。
（
糠
）

一）

ｨ
。
驕
蒲
魚
の
饗
鷺
に
外
な
ら
ぬ
。
藩
陽
の
東
北
方
、
鐡
嶺
の
南
方
藩
擁
沿
岸
に
在
る
城
名
で
河
を
隔
て
て
鑓
黄
旗
地
と
盤
し

　
　
　
　
て
居
．
・
．
．
天
傘
ハ
年
三
月
華
藩
腸
の
攻
軽
骨
剛
後
饗
し
完
金
繰
し
た
所
で
あ
る
。
（
聾
謬

盤
質
α
q
∴
鐸
甥
β
1
一
音
の
上
よ
り
前
事
墾
に
翻
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
輿
圓
に
は
そ
の
位
置
を
示
し
て
居
ら
ぬ
。
簿
遼
碩
霊
遼
東
織

　
　
　
　
に
よ
れ
ば
上
滑
蛮
語
・
灘
遠
墾
の
東
南
に
在
り
、
渾
河
の
北
武
靖
管
の
北
方
に
位
し
て
居
る
。

争
訟
薩
あ
団
籍
十
方
寺
の
羅
鷺
で
、
丁
字
泊
酉
南
方
遮
河
畔
に
在
り
、
天
命
六
年
三
月
降
っ
た
城
鍛
の
一
で
あ
る
◎
そ
の
灘
陽
・
遼

　
　
　
　
陽
よ
り
玄
し
薯
経
肇
の
要
地
爾
で
あ
る
事
縫
録
・
で
鴇
の
記
載
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
（
懸

賢
護
♂
差
p
塁
上
楡
林
で
藩
陽
の
遣
方
、
十
方
寺
の
南
方
に
當
る
。
天
命
六
年
三
層
降
っ
た
城
墜
の
｝
で
遼
海
を
隔
て
遼
西
に

響
垂
衝
の
芝
み
ゑ
き
で
あ
る
。
（
鷹
排
）

ず
㌣
峯
毛
響
讐
腫
欝
遠
慮
の
課
音
で
、
今
敬
安
息
と
云
ひ
藩
陽
圏
に
在
り
、
天
命
六
年
三
上
裁
降
し
た
も
の
の
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
懸

（1垂）



　
　
　
づ
壱
茜
晒
護
額
武
靖
醤
の
舌
音
で
、
欝
湛
墜
の
南
方
揮
河
南
岸
に
在
る
。
天
命
六
年
三
月
懸
軍
の
駕
に
占
綴
さ
れ
た
城
墜
の
一

　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
（
二
俳
匹
）

　
　
　
簿
護
良
護
℃
5
－
1
長
靴
墜
の
封
音
で
後
干
の
愚
答
墜
の
南
に
懸
り
、
酬
天
命
六
年
三
月
暴
露
し
た
城
倦
の
一
で
あ
る
。

　
　
　
プ
5
、
圃
勇
μ
震
1
1
曾
安
里
の
課
音
と
思
は
れ
る
。
若
し
雑
地
な
ら
ば
天
命
四
年
九
月
太
醗
の
略
取
し
た
所
で
あ
る
が
、
遼
東
叢
糖

　
　
　
　
　
　
　
墜
に
於
て
は
柴
溜
・
笹
蟹
・
甲
羅
兇
・
會
安
・
東
州
と
並
ん
で
居
り
撫
順
の
北
に
當
る
か
ら
、
萌
記
諸
城
墜
と
少
し

　
　
　
　
　
　
　
く
離
れ
過
ぎ
る
愁
あ
る
が
、
何
等
か
の
理
曲
に
よ
り
此
旗
に
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
プ
臼
も
二
三
虎
皮
騨
の
射
芸
で
、
τ
武
靖
螢
と
並
ん
で
渾
河
南
岸
に
在
り
、
天
命
六
年
三
月
降
っ
た
城
壁
の
一
で
あ
る
が
、
遼
腸
・

　　

@　

@　

F
轟
間
に
於
．
⇔
叢
で
あ
る
。
（
騒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
3
忍
受
碁
阪
霊
縫
長
文
墜
の
鋤
昔
で
、
長
勝
墜
の
直
北
、
艀
遠
墜
の
南
に
當
り
、
亦
天
命
六
年
三
月
來
降
し
た
城
墾
の
一
で
あ
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
§
α
・
砥
・
ξ
一
長
勝
墜
の
響
で
、
溝
の
酉
北
方
渾
罷
瑳
奮
、
天
命
六
年
三
巴
降
し
語
る
。
（
二
排
四
）

　
以
上
述
る
如
く
此
旗
の
領
域
は
、
後
に
首
都
と
な
っ
た
車
坐
を
中
心
に
北
は
藩
河
よ
り
遼
減
本
流
に
達
し
南
は
江
河
南
岸
の
要
地
に

　
及
び
、
西
は
渾
河
を
こ
え
て
一
二
の
城
下
を
包
含
し
た
地
域
で
、
當
時
の
形
勢
と
し
て
占
守
防
備
の
上
よ
り
酉
北
蒙
古
諸
部
に
野
す

　
る
警
戒
防
禦
の
意
味
が
多
分
に
存
す
る
と
思
は
れ
る
。

，
5
、
錐
藍
旗
－
八
城

　
　
　
ぎ
叢
毒
涛
8
暑
遼
東
早
島
先
端
の
族
耳
鳴
の
課
苦
で
あ
る
。
老
蟷
で
は
明
將
淵
叢
龍
と
の
關
係
か
ら
屡
，
攻
略
の
事
が
記
さ
れ

　
　
　
　
滴
初
旗
、
馳
に
坐
す
ろ
溝
丈
老
馬
の
説
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
雀
　
第
｝
號
　
　
　
一
五



　
　
　
融
燗
初
論
蝶
漁
叩
に
關
糊
す
る
灘
∵
文
毫
脳
描
の
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
弟
一
…
ビ
丁
瓢
一
巻
　

静
膿
一
號
　
　
　
　
　
　
山
ハ

　
　
　
　
　
　
て
属
り
、
そ
の
完
熟
占
領
は
天
聰
七
年
の
如
く
で
あ
る
が
、
太
離
も
天
命
六
年
の
斜
壁
討
伐
し
、
此
を
海
上
防
構
の
最

　
　
　
　
　
　
離
乞
た
も
の
と
響
ら
れ
る
。
（
…
排
）

　
　
量
敦
。
謎
凶
1
1
耳
順
ロ
の
東
北
で
金
轡
と
共
に
難
燃
最
挾
部
を
擁
す
所
の
木
城
騨
の
鋤
…
音
に
外
な
ら
ぬ
。
今
謎
の
螢
城
子
東
方

　　

@　

@　

ﾌ
牧
諜
に
當
・
も
の
患
は
れ
聖
…
挑
）

　
　
臓
且
8
義
金
州
に
曇
る
。
天
命
六
年
三
月
來
降
し
た
城
鍛
の
一
で
、
岡
七
月
二
＋
臼
豊
麗
等
は
此
地
の
畏
を
復
州
に
移
し
た
事

　
　
　
　
　
　
が
見
え
て
贋
る
。
（
…
緋
）

　
　
鰹
シ
・
『
需
騨
の
響
で
、
金
属
の
東
北
繋
り
、
天
命
六
年
三
暴
降
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
謬

　
　
プ
q
≦
§
彗
陰
ム
O
o
1
1
天
命
六
年
置
罵
來
降
城
塗
の
一
で
あ
る
黄
骨
島
に
量
る
。
輿
圃
に
は
畢
利
諸
撚
東
方
海
爆
に
そ
の
地
を
記

　　

@　

@　

ｵ
て
居
⑲
昼
排
）

　
　
σ
・
早
ξ
軽
軽
墾
の
響
で
畢
利
河
目
、
黄
露
の
西
門
蔭
り
、
天
命
六
年
三
月
降
つ
義
墾
の
一
で
あ
る
◎
（
雨
駐
｝
封
二
）

　
　
警
護
占
9
酬
み
0
1
一
望
海
浜
に
當
り
て
三
面
墜
の
東
に
在
り
、
天
命
六
年
三
月
の
降
城
で
あ
・
る
が
、
永
樂
年
間
劉
江
が
倭
冠
を
破
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
た
地
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
。

　
　
プ
冒
α
q
A
ぎ
鼠
ー
ー
追
尋
墜
に
睡
り
麟
服
墜
の
西
方
に
在
る
。
嗣
じ
く
天
．
命
六
年
の
降
城
の
蝋
で
、
今
日
の
貌
子
窩
附
近
に
比
定
さ

　
　
　
　
　
　
れ
る
。
（
誹
）

以
上
八
城
何
れ
も
遼
束
畑
島
の
先
端
に
在
り
、
大
統
黄
海
に
の
ぞ
ん
だ
諸
城
鍛
で
あ
る
。
恐
ら
く
明
徴
の
海
路
進
上
を
防
ぐ
爲
に
設

け
ら
れ
、
就
養
毛
文
罷
等
の
防
備
に
當
つ
た
も
の
と
解
き
れ
る
が
、
清
朝
が
夙
に
遼
東
牟
島
を
領
窟
し
て
か
か
る
態
度
に
出
た
事
は
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甚
だ
興
味
あ
り
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

6
、
正
藍
旗
一
十
一
城

　
　
　
・
・
薯
主
峯
の
響
で
あ
り
、
天
命
六
年
三
月
暴
降
し
義
墨
の
一
で
、
懸
者
西
方
の
要
地
で
あ
る
。
（
諺

　
　
　
徹
七
三
・
守
膏
苔
発
墨
・
音
で
、
蟹
笹
北
、
耀
東
北
に
位
し
、
天
命
六
年
三
選
降
し
た
。
（
諺

　
　
　
難
”
ド
鐸
≦
鋤
一
の
鉱

　
　
　
賢
濠
磐
σ
q
薗
○
協

　
　
　
貯
浮
σ
o
算
俸
晒
樫
爾
博
里
庫
に
鴬
り
、
鳳
梨
城
西
の
圖
納
悶
々
口
に
近
い
支
流
に
貯
口
げ
。
葬
口
σ
曲
＄
が
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
そ

　　

@　

@　

ﾌ
建
の
地
を
指
す
・
の
恵
は
れ
・
。
（
諺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
誤
鳥
髭
鷲
讐
に
織
る
も
の
で
・
鳳
鳳
城
西
方
に
位
し
、
同
じ
く
天
命
六
年
三
富
降
し
た
塾
で
あ
る
・
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
寄
茜
山
一
1
鎭
夷
墾
に
逼
る
も
の
で
、
憩
室
墾
の
北
に
在
り
、
天
命
六
年
三
月
來
降
し
て
居
る
。

　
　
　
目
玉
ウ
乱
暴
護
1
1
鳳
嵐
城
に
當
る
黒
い
ふ
迄
も
な
く
朝
鮮
と
の
閥
係
に
於
て
重
要
な
所
で
あ
り
、
天
命
六
年
三
月
降
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
2
で
あ
る
。
（
諺

　
　
　
藻
琴
壼
箒
一
1
湯
鮎
の
課
音
で
鳳
帝
城
東
南
に
存
す
る
湯
廓
城
に
量
り
、
明
避
糠
の
東
部
起
総
で
あ
．
る
。
こ
れ
も
亦
天
命
六
年
三

　
　
　
　
　
　
暴
露
砦
の
の
一
で
あ
る
が
、
背
に
叛
い
て
姜
聾
投
じ
再
び
太
多
の
討
感
謝
受
け
九
所
で
あ
る
。
（
蓼

　
　
喜
憂
喜
瞼
由
睡
り
、
鍵
の
南
方
、
鎭
江
の
西
方
に
奮
、
天
命
六
年
七
暴
降
し
義
讐
あ
る
。
（
諺

　
　
甑
務
㌣
駆
9
す
昌
1
1
甜
水
靖
で
、
輿
圏
に
は
示
さ
れ
ぬ
が
、
連
幽
關
の
西
北
に
痴
り
遼
陽
に
及
ぶ
道
程
の
上
に
在
る
城
墜
で
、
天

　
　
　
　
清
弔
旗
地
に
踊
す
る
浦
丈
老
蟷
の
詑
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
倦
　
第
一
糀
　
　
　
一
七



　
　
　
　
溝
初
旗
電
に
關
す
る
猫
丈
老
雛
の
説
纂
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
悠
第
一
號
　
　
　
…
入

　
　
　
　
　
　
　
命
六
年
三
月
來
降
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
罷
る
能
く
野
望
旗
地
は
大
群
朝
鮮
に
近
く
、
鴨
緑
江
北
方
鳳
嵐
城
を
中
心
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。

　
朝
鮮
威
歴
と
防
備
の
駕
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
て
よ
か
ら
う
。

7
、
毘
白
旗
ー
ー
九
城

恐
ら
く

身
一
8
“
復
州
に
誹
る
。
遼
東
牟
島
金
州
の
北
方
に
在
り
渤
海
灘
に
の
ぞ
む
要
地
で
、
天
命
六
年
三
月
來
降
し
、
同
七
月
に
は

　
　
　
　
金
州
の
民
髭
に
移
し
奪
が
實
讐
見
え
て
蒼
。
（
藝

謬
”
、
，
・
・
蓑
1
1
欝
墾
の
響
で
、
復
州
の
東
南
に
奮
、
属
じ
く
黍
六
年
三
審
降
し
た
。
（
諺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
，

器
⇒
ぴ
q
、
讐
護
9
ψ
弓
鐸
錘
羊
窟
蚤
に
罷
る
と
考
へ
ら
れ
、
謝
儀
の
西
南
、
海
に
近
く
位
し
て
屠
る
◎

醤
膿
、
量
，
・
・
冒
・
・
羨
寧
墨
に
繋
り
、
復
州
北
方
の
塾
で
同
じ
美
命
六
年
三
月
璽
の
璽
・
る
所
と
な
つ
九
。
（
琶

蓋
7
五
＋
警
當
泉
盤
墾
の
北
方
に
位
し
、
天
命
六
年
三
暴
降
し
た
。
（
講
）

験、譁
`
蕗
に
當
り
貧
の
莱
に
外
な
ら
ぬ
。
天
命
六
年
三
月
清
の
奮
署
し
た
。
（
諺

毒
，
葺
℃
〒
聡
警
の
翌
爲
で
、
復
業
の
西
轡
奮
、
天
童
ハ
年
三
暴
降
し
た
謹
選
り
な
い
。
（
凹

面
碧
振
曾
σ
q
冨
1
一
天
成
墾
の
鋤
膏
と
思
は
れ
る
が
、
輿
圏
に
よ
れ
ば
前
記
の
諸
城
蟹
よ
り
北
方
に
離
れ
て
遼
蓬
々
μ
西
方
、
牛

　
　
　
　
蕪
の
暁
方
に
位
す
る
土
地
で
魏
何
と
患
は
れ
る
。
然
し
義
軍
の
領
す
る
所
と
な
の
、
此
臨
旗
地
と
し
て
興
へ
る
事
に

　
　
　
　
な
つ
砦
の
で
あ
ら
　
。
（
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

搾
鞍
解
旨
⇒
髭
繋
慶
雲
墜
に
滞
り
、
果
命
六
年
三
月
來
降
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
輿
翻
に
は
そ
の
位
置
示
さ
れ
て
房
な
い
。
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以
上
砂
処
く
こ
の
織
地
は
鐘
藍
隈
の
北
方
に
當
っ
て
位
上
し
遼
河
下
流
の
東
方
に
在
り
、
恐
ら
く
遼
西
経
略
の
基
地
と
起
つ
た
も
砂

　
で
な
か
ら
・
り
か
と
考
へ
る
◎

8
、
鑛
白
旗
ー
ー
九
械

　
　
　
匿
㎞
8
銭
海
州
の
舌
音
で
今
海
城
と
呼
ば
れ
る
地
に
重
る
。
天
命
三
年
四
月
よ
り
既
に
無
漏
と
の
蘭
係
生
じ
、
逡
に
六
年
三
月

　
　
　
　
　
　
占
鎌
さ
れ
、
同
月
末
に
は
徳
絡
類
・
齋
夏
虫
露
台
吉
は
三
愈
河
橋
を
糎
す
る
爲
此
に
駐
屯
し
た
事
あ
り
、
…
明
と
の
關

　
　
　
　
　
　
係
上
の
要
地
の
一
と
云
っ
て
斐
な
い
。
産
排
）

　
　
　
費
品
亜
謎
震
醤
東
京
墜
の
封
昔
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
若
し
遼
腸
東
京
城
に
關
係
あ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
太
組
が
此
城
に
遷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
　
　
　
　
移
し
た
の
は
天
命
七
年
四
月
四
H
で
あ
る
か
ら
、
岡
年
四
月
十
八
日
の
旗
地
霊
與
に
此
地
睡
を
以
て
す
る
事
は
如
何

　
　
　
　
　
　
か
と
思
は
れ
る
。
或
は
新
都
城
外
に
塗
あ
り
、
そ
の
郊
外
の
地
を
與
へ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
確
雷
出
來
ぬ
。
さ
り
と

　
　
　
　
　
　
て
海
州
・
婿
に
導
こ
の
名
梅
の
鼻
茸
他
寛
當
ら
ぬ
や
　
で
あ
る
。
（
懸

　
　
　
醤
喜
吉
州
の
母
音
で
あ
り
、
豊
州
の
北
、
海
州
の
西
曹
素
鑓
で
天
命
六
年
量
器
降
し
て
居
る
。
（
一
緋
二
）

　
　
　
肇
讐
℃
冒
穆
家
領
の
響
で
醤
の
西
北
に
奮
、
天
命
六
年
三
月
降
っ
た
。
（
筆

　
　
。
・
↑
巨
画
質
養
騎
析
木
城
の
通
音
で
、
海
州
の
東
南
に
在
る
地
で
あ
る
。
満
洲
實
録
天
命
六
奮
二
月
の
條
に
騨
ヨ
Φ
】
匁
①
護
と
あ

　
　
　
　
　
　
る
の
を
康
熈
島
本
等
に
西
饗
城
と
あ
て
て
捕
る
の
は
或
は
皇
城
の
事
で
な
い
か
と
思
へ
る
が
、
音
よ
り
す
れ
ば
全
く

　
　
　
　
　
　
別
地
と
み
ゑ
き
で
あ
る
。
（
「
甥
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
讐
振
◎
薦
℃
質
蜂
古
城
墜
の
謬
昔
に
粋
な
ら
ぬ
。
輿
圓
に
は
東
京
城
の
西
北
、
渾
河
の
南
康
に
在
る
如
く
見
え
、
天
命
六
年
三
月

　
　
　
　
清
初
声
地
に
醐
す
る
溝
丈
老
難
の
詑
”
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
巻
三
　
第
一
號
　
　
　
　
一
九
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為
初
旗
塊
に
翻
す
る
脚
線
老
縮
の
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬢
二
十
三
巻
　
第
…
號
　
　
　
工
○

　
　
　
　
　
幽
降
し
砦
の
の
一
で
あ
る
。
（
二
狸
四
）

　
　
3
ご
鯨
堅
塁
“
長
安
墨
の
封
音
と
思
は
れ
る
。
蓬
爪
上
の
一
興
で
鑛
紅
旗
長
勝
墨
の
東
北
に
在
る
が
興
圃
に
は
示
し
て
な
い
。

　
　
　
　
　
亦
天
命
六
年
三
月
來
降
し
た
城
の
一
で
あ
る
。

　
　
く
　
サ
　
　
　
　
く

　
　
9
づ
騎
一
O
O
b
σ
身
℃
郎

　
　
欝
書
逸
書
の
響
で
、
海
州
の
東
北
方
に
奮
、
同
じ
く
天
命
六
年
三
選
降
し
た
。
（
鷹
緋
）

右
吊
る
如
く
鑑
白
旗
は
古
聖
旗
の
西
南
、
正
白
旗
の
東
北
に
帰
り
、
海
州
・
築
山
等
を
中
心
と
し
て
北
は
太
子
河
騨
東
京
城
邊
迄
、

南
は
蓋
州
界
に
亙
っ
た
一
帯
の
地
を
領
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
以
上
天
命
七
年
四
月
十
八
賢
の
記
載
に
就
い
て
八
双
々
地
の
所
在
境
域
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
そ
の
全
地

域
は
狼
義
の
遼
東
牢
島
殆
ん
ど
全
部
に
亙
る
事
が
知
ら
れ
、
天
命
六
年
閏
二
月
の
聖
地
の
記
事
に
比
し
て
そ
の
關
係
鍵

動
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
清
朝
勢
力
の
中
心
た
る
旗
の
所
在
地
、
境
域
如
何
は
充
分
に
知
り
得
る
の
で
あ
っ
て
、

延
い
て
太
租
靭
…
清
初
の
眞
の
勢
力
圏
が
窺
は
れ
る
と
思
ふ
。
而
し
て
こ
の
各
論
地
の
大
畑
の
棺
難
題
予
祝
を
み
る

に
、
最
北
端
に
牛
黄
旗
、
そ
の
東
南
に
正
黄
旗
、
西
南
に
鑛
紅
旗
あ
り
、
正
黄
・
鑛
紅
二
旗
の
南
に
韓
紅
旗
あ
り
、
鑛
紅
・

正
紅
ご
旗
の
西
南
に
鑛
自
旗
、
鑛
自
旗
の
南
に
正
自
旗
、
そ
の
東
に
正
藍
旗
、
南
よ
り
南
西
に
か
け
て
鑛
藍
旗
が
在
っ

た
事
と
な
る
。
此
旗
の
枳
鋼
的
位
遣
は
か
の
北
京
城
内
に
於
け
る
旗
の
位
置
方
位
や
、
或
は
上
三
郷
下
五
旗
と
い
ふ
序

次
に
は
何
等
幽
幽
な
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
恐
ら
く
窯
初
太
組
の
蒋
代
に
は
右
の
如
き
上
下
と
い
ふ
如
き
考
へ
も
な
く
、

L）O　）



唯
正
黄
旗
を
由
緒
あ
る
興
京
撫
順
方
面
に
定
め
て
ト
以
下
可
然
叡
當
範
幽
内
に
配
分
し
た
も
の
で
な
い
か
と
思
ふ
ひ
衛
こ

の
配
分
が
旗
人
民
の
生
計
を
安
周
な
ら
し
め
る
爲
で
あ
る
事
先
に
述
た
所
で
あ
る
が
、
又
同
時
に
邊
境
防
備
の
爲
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む

さ
れ
た
事
は
前
引
太
宗
惜
歳
天
総
四
年
六
月
乙
卯
の
記
事
に
、
「
又
太
観
在
時
守
邊
駐
萩
原
有
定
界
…
…
」
と
あ
る
事
に

よ
り
知
ら
れ
、
且
公
時
の
明
鮮
に
謝
す
る
閣
係
に
撃
て
旗
地
を
槻
察
す
る
時
論
発
首
肯
し
得
る
と
思
ふ
。

註
①
朝
鮮
李
民
奥
の
柵
凶
日
簸
附
錐
、
　
建
鰯
聞
見
録
に
八
旗
た
配
し
て
「
胡
琴
呼
八
將
爲
八
高
沙
。
　
奴
曾
欝
欝
高
目
。
　
阿
斗
・
黒
瀬
櫨
其
兵
。
如
中
軍

　
　
之
湖
Q
…
…
」
と
云
ひ
》
又
李
朝
光
海
君
臼
蓋
十
三
年
九
月
戊
ゆ
の
際
に
郷
忠
信
の
報
管
な
記
し
た
中
に
入
門
に
關
し
て
「
其
兵
有
八
郷
。
…
…
老
盆

　
　
自
朽
葉
蔀
Q
｝
㍊
漏
斗
嘗
將
之
。
学
区
、
親
鍵
。
一
三
大
余
雑
之
Q
黄
旗
叢
黄
龍
Q
…
…
」
と
云
っ
て
居
る
Q
之
ほ
侮
れ
も
清
朝
の
入
旗
、
の
巾
二
旗
を
太

　
　
瓢
が
傾
し
諸
事
と
そ
の
二
旗
が
藩
一
旗
で
あ
ろ
事
怨
語
ろ
も
の
と
謂
ふ
。
両
し
て
萱
旗
、
無
鑑
ほ
恐
ら
く
正
課
旗
、
た
、
黄
旗
、
鍵
龍
ぱ
鎮
静
旗
な
意
味
す
う

　
　
も
の
と
思
ば
れ
う
か
ら
、
本
誌
蓮
ぷ
ろ
如
く
太
瓢
頗
下
の
蕉
黄
旗
奄
欝
欝
の
地
方
に
分
雛
議
し
め
る
事
ほ
正
に
あ
り
得
べ
き
事
と
考
へ
る
。

　
②
武
皇
帝
實
錐
等
に
ほ
鋏
吟
な
柴
河
、
出
齊
拉
た
三
盆
、
聴
納
沿
な
素
魚
に
當
て
て
屠
る
が
、
老
欝
の
記
事
で
窓
箆
多
と
団
宰
諺
と
が
剛
に
記
さ
れ
て

　
　
居
ろ
以
上
、
法
談
吟
慰
撫
安
と
ほ
嘗
ひ
丁
霊
い
。
現
に
武
畠
帝
實
錐
に
に
天
命
三
年
五
月
十
九
日
の
條
、
進
蓬
剋
撫
安
墜
及
花
無
欲
三
盆
児
大
小
共

　
　
．
＋
…
墾
と
寵
し
蝋
画
實
錐
も
醗
醤
、
叉
明
の
全
蓬
田
詑
遼
東
略
に
ほ
萬
勝
四
＋
こ
年
嵩
捲
の
條
に
、
奴
酋
差
随
都
報
命
予
憂
欝
郭
中
伏
日
。
院
盆

　
　
児
・
花
籠
沖
・
撫
安
・
柴
河
∴
松
山
・
靖
安
六
義
地
避
洪
武
老
幾
。
竪
石
碑
懲
懲
日
…
…
と
卸
し
て
居
る
か
ら
、
花
豹
衝
部
花
嫁
沖
ぱ
撫
安
h
衰
藁

　
　
三
盆
児
舞
ま
舞
柴
測
α
鋒
一
峯
と
白
地
で
、
老
描
の
門
欝
舜
ぎ
に
去
る
も
の
と
み
て
差
支
あ
ろ
ま
い
。
簿
遼
碩
鍵
遼
東
圃
に
撫
安
・
白
家
趣
・
三
愈
兇

　
　
及
び
善
男
四
墾
准
寵
し
、
來
夷
撃
茎
開
興
銀
場
縫
圃
に
柴
河
・
長
安
・
白
家
徳
・
三
盆
見
の
四
墾
な
記
し
て
居
る
が
、
こ
の
白
家
趣
、
貞
家
衝
は
又

　
　
花
豹
衝
・
花
豹
沖
に
當
う
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
る
。

　
③
武
泉
帝
軸
重
萬
謄
十
一
年
八
1
3
の
條
に
甲
鱗
木
と
し
、
伺
十
九
年
葉
赫
納
丁
霊
藤
蓬
使
の
神
事
申
に
架
刊
本
と
記
し
て
居
る
如
き
に
満
洲
蜜
錐
・
康
熈

　
　
講
本
等
で
に
侮
れ
も
札
庵
治
或
ほ
札
霊
木
と
な
っ
て
居
ろ
。
こ
れ
が
老
欝
の
寛
急
曇
に
鴬
る
事
云
ふ
迄
も
な
く
、
太
醗
興
趨
の
頃
よ
り
關
係
の
あ

　
　
　
　
三
囲
旗
馳
に
關
す
る
瀧
丈
老
縮
の
詑
纂
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
一
糀
　
　
　
一
コ

（　L）1　）



　
　
　
　
滴
秘
旗
地
、
に
齢
す
ろ
山
姫
子
宝
の
記
事
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
蹴
巻
　
第
一
號
　
　
　
ニ
ニ

　
　
つ
負
土
塊
の
　
で
あ
・
る
。

①
光
勲
二
十
年
無
天
全
面
麿
臨
通
患
地
輿
圓
志
、
金
融
鷹
翻
に
齢
素
子
の
東
に
牧
場
照
が
詑
さ
れ
て
翻
り
、
そ
の
費
の
似
て
上
る
班
か
ら
し
て
、
之
な

　
木
蛾
騨
に
煙
田
て
．
て
差
議
火
も
怯
い
か
と
考
へ
る
。

⑤
簿
遼
碩
叢
遼
東
闘
に
ぱ
黄
谷
島
墾
と
し
て
復
州
衛
の
東
、
畢
鐙
河
の
西
に
詑
し
て
層
ろ
Q
今
輿
圃
に
從
っ
て
置
く
。

⑥
此
際
名
輿
図
に
ば
見
え
ぬ
が
、
遼
東
志
遼
東
軍
糧
に
甑
瓶
嚇
墾
の
棄
に
添
さ
れ
て
居
ろ
。
然
る
に
簿
遼
碩
蹴
．
，
奈
漉
憲
、
東
爽
機
略
の
各
附
圃
に
に
、

　
麟
服
墾
の
西
に
紅
煮
梅
あ
．
り
、
更
に
そ
の
西
に
墓
賎
隷
墾
秘
示
し
て
居
る
。
劔
詳
に
み
ろ
薄
そ
の
間
の
川
の
描
き
方
に
差
異
あ
ろ
が
穴
膿
の
位
置
に

　
膚
の
如
く
遼
東
志
翻
と
異
っ
て
居
ろ
。
心
乱
圏
に
紅
嚇
墾
の
東
に
墓
響
河
9
・
§
陰
。
・
碧
ぎ
V
と
あ
ろ
の
が
、
何
か
鶉
海
禍
と
論
詰
あ
る
も
の
と
す
れ

　
ば
、
こ
の
際
ば
遼
塵
錦
織
に
従
ふ
べ
き
も
り
の
如
く
、
既
地
庵
今
田
の
面
子
窩
の
東
に
常
て
、
次
の
紅
嚇
…
墜
を
腱
子
窩
の
繭
に
當
て
て
可
な
り
と
考

　
　
へ
ろ
。
光
羅
欄
二
十
年
置
天
杢
煮
転
…
晦
帥
白
川
縣
㎜
㎎
職
〔
騰
阿
山
心
、
金
弼
山
繭
圖
剛
に
四
脚
服
保
繍
の
薦
回
右
〃
に
赫
ハ
子
河
を
記
し
、
・
て
の
Ψ
四
に
紬
刷
子
窩
、
更
に
晶
四
に
紅
曝
拙
凱
奄

　
示
し
て
屠
る
の
匡
、
、
・
の
閣
一
の
測
胴
鋼
的
位
置
奄
示
し
た
も
の
と
考
へ
る
の
㎝
ぐ
あ
》
る
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
り

⑦
饗
盤
．
鎭
夷
舞
に
嵩
に
票
さ
慧
が
・
艶
露
量
舷
鳳
諮
蓮
と
越
し
て
羅
一
・
　
　
　
　
　
　
　
轡

③
買
継
に
ば
見
裏
ぬ
が
、
法
論
碩
鴬
遼
東
國
に
ほ
下
血
衛
の
西
南
に
羊
宮
墾
な
記
し
、
東
夷
考
略
の
磁
器
に
採
復
艇
籍
の
西
に
楊
官
墾
た
記
し
て
贋

　
　
ろ
。
之
ば
必
ず
’
論
じ
誠
墜
で
あ
り
、
全
逡
志
巷
威
嚇
防
の
羊
宜
墾
、
大
罪
一
統
志
轡
搬
九
斑
斑
の
〆
鯖
墾
も
こ
の
地
な
指
す
も
の
で
あ
る
。
光
緒
二

　
十
年
圃
志
、
復
刺
糊
に
ば
復
州
の
西
南
、
海
に
近
く
位
し
て
居
る
。

⑨
鐵
轍
西
北
五
ナ
里
に
あ
ろ
慶
雲
城
ほ
地
理
的
に
み
て
絵
り
北
に
過
ぎ
ろ
故
、
こ
れ
と
ぽ
異
る
も
の
と
思
ふ
。
明
の
記
黒
地
圓
に
絹
鋳
る
も
の
を
見
轟

　
し
得
な
い
や
う
で
あ
ろ
。

⑩
鹿
學
研
究
九
ノ
一
、
戸
鴫
茂
憲
氏
「
溝
太
醗
都
城
遜
移
考
上
」
謬
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
二
年
十
二
湾
二
爲
嫡
）


